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の し ろ 市 議 会 だ よ り 一 般 質 問 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
移
住
の
可
能
性
が
高
い
方
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は 

○
ふ
る
さ
と
回
帰
の
流
れ
を
推
進
す
る
考
え
は 

○
奨
学
金
の
審
査
基
準
を
緩
和
す
る
考
え
は 

中
小
零
細
企
業
に
対
す
る
補
助
金 

 

質
　
各
補
助
金
は
雇
用
従
業
員
数
10
人
以
上
と
い
う
条
件
が

あ
り
、
市
内
事
業
所
数
の
約
２
割
に
す
ぎ
な
い
。
残
さ
れ
た

約
８
割
の
事
業
所
に
対
す
る
補
助
制
度
は
考
え
ら
れ
な
い
か
。 

  

答
　
補
助
金
は
、
政
策
目
的
を
効
率
的
に
実
現
す
る
た
め
に

創
設
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
目
的
に
対
す
る
費
用
対
効
果
等

を
勘
案
し
な
が
ら
要
件
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
中
小
企

業
向
け
の
補
助
金
制
度
に
つ
い
て
も
、
費
用
対
効
果
を
踏
ま

え
た
制
度
設
計
が
必
要
で
あ
る
が
、
目
的
に
沿
っ
た
多
く
の

事
業
所
を
対
象
と
で
き
る
よ
う
、
要
件
設
定
に
つ
い
て
検
討

し
た
い
。 

 

利
用
が
少
な
い
路
線
バ
ス
の
代
替 
 

質
　
６
月
議
会
で
の
同
僚
議
員
の
一
般
質
問
に
、
市
長
か
ら

地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
や
既
存
路
線
バ
ス
の
運
行
事
業
者
の
意

向
等
を
踏
ま
え
、
利
用
が
少
な
い
路
線
バ
ス
の
代
替
を
検
討

す
る
と
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
状
況
は
。 

 

答
　
現
在
、
南
部
地
区
で
は
昇
平
岱
・
鳳
凰
岱
地
区
へ
の
拡

大
を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、
11
月
28
日
付
で
路
線
バ
ス
の

運
行
事
業
者
よ
り
、
今
後
の
路
線
バ
ス
の
運
行
に
つ
い
て
要

望
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
大
柄
・
刈
橋
線
を
は
じ
め
と
し
た

利
用
の
少
な
い
市
単
独
補
助
路
線
に
つ
い
て
、
運
行
事
業
者

等
と
協
議
し
な
が
ら
、
デ
マ
ン
ド
型
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
へ

の
代
替
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
災
害
時
の
ア
レ
ル
ギ
ー
疾
患
対
応 

○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
拡
大 

○
不
妊
治
療
費
自
己
負
担
分
の
全
額
助
成 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及 

 

質
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
率
が
本
年
10
月
末
時
点

で
全
国
平
均
を
下
回
っ
て
い
る
が
、
交
付
率
向
上
の
た
め
に

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
取
組
と
今
後
行
う
取
組
は
あ
る
か
。 

  

答
　
申
請
受
付
の
際
に
、
顔
写
真
の
無
料
撮
影
等
サ
ポ
ー
ト

を
実
施
し
、交
付
時
来
庁
方
式
、申
請
時
来
庁
方
式
、事
業
所

等
へ
の
出
張
申
請
受
付
方
式
を
導
入
し
て
い
る
。月
２
回
、日

曜
日
に
本
庁
舎
で
休
日
窓
口
を
開
設
し
、今
年
度
は
、毎
週
土

日
に
商
業
施
設
等
で
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
展
開
し
て

い
る
。
12
月
４
日
か
ら
11
日
ま
で
カ
ー
ド
普
及
強
化
週
間
を

設
け
、本
庁
舎
の
窓
口
開
設
時
間
を
拡
充
し
て
対
応
す
る
。 

 

不
妊
治
療
費
の
保
険
適
用
拡
大 

 

質
　
本
年
４
月
か
ら
不
妊
治
療
費
の
保
険
適
用
範
囲
が
拡
大

さ
れ
た
が
、
本
市
に
お
け
る
効
果
、
影
響
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。 

  

答
　
今
年
度
に
お
け
る
助
成
は
11
月
末
時
点
で
３
件
の
た
め
、

現
時
点
で
の
評
価
は
難
し
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。 希

望 
鍋

谷

　

暁

 

そ
の
他
の
質
問
事
項 

○
資
料
館
・
展
示
館
の
検
討
機
関
の
早
期
設
置
を 

○
国
の
制
度
を
使
っ
た
デ
ジ
タ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム 

○
今
冬
の
除
排
雪
に
昨
冬
の
反
省
を
生
か
す
に
は 

物
価
高
、
コ
ロ
ナ
禍
に
応
じ
た
経
済
対
策

は 
 

質
　
世
界
的
な
物
価
高
騰
が
、
地
域
の
家
計
と
企
業
を
直
撃

し
て
い
る
。
例
え
ば
東
北
電
力
は
来
年
度
か
ら
３
割
以
上
値

上
げ
す
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
影
響
は
今
後
も
続

く
。
５
年
度
予
算
で
の
対
策
が
不
可
欠
だ
が
市
の
認
識
は
。 

 

答
　
物
価
高
騰
や
こ
れ
ま
で
の
感
染
拡
大
に
伴
う
市
民
の
行

動
様
式
の
変
化
が
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ
与
え
る
影
響

は
大
き
い
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。
物
価
高
騰
対
策
や
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
全
国

共
通
の
課
題
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
、
国
、
県
の
動
向

等
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要
に
応
じ
て
補
正
予
算
等
に
よ
り

対
応
し
て
い
き
た
い
。 

 

水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
見
直
し 

 

質
　
今
回
の
見
直
し
で
、
こ
の
地
域
で
は
大
豆
と
そ
ば
の
生

産
者
が
特
に
大
き
な
打
撃
を
受
け
る
。
今
後
、
耕
作
放
棄
地

が
激
増
す
る
だ
ろ
う
。
市
長
自
ら
地
域
の
先
頭
に
立
っ
て
、

政
府
与
党
に
対
し
異
を
唱
え
る
べ
き
だ
。
市
長
の
認
識
は
。 

 

答
　
こ
れ
ま
で
転
作
し
て
き
た
農
地
へ
の
水
稲
の
作
付
は
、

多
く
の
費
用
と
労
力
が
か
か
る
こ
と
や
、
交
付
対
象
水
田
か

ら
除
外
さ
れ
た
場
合
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る

こ
と
か
ら
、
水
張
り
が
行
わ
れ
な
い
水
田
も
交
付
対
象
と
す

る
よ
う
運
用
方
針
を
見
直
す
こ
と
を
、
秋
田
県
市
長
会
、
東

北
市
長
会
を
通
じ
て
、
国
、
政
府
与
党
に
要
望
し
て
き
た
。

今
後
も
要
望
を
継
続
し
て
い
き
た
い
。 

小

野

　

立

 

市

民

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク 

（
市
民
の
声
、大
河
の
会
、能
代
民
政
会
） 
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